
地ୠ୭を生かした
ブライダルツーリズムの૭能性について

1. ଢ଼動機
結ฬૄとは本来ఔや近所の人をഃき，家と家そし

て地ୠとのᇽがりを大切にする行事であった。しかし
ながら，近年の結ฬૄは，新新എの見せ場づくりに
重きが઼かれるൊ向にあり，さらにリゾートฬやナシ
ฬといった多な結ฬૄがெดされている。ൿ者は結
ฬૄ場でウエディングプランナーとして௮いていた経
ୡをもち，近所の人々や୭を生かした結ฬૄのプラ
ンを作成したいと思うようになった。

本ଢ଼において，「リゾート地・௴地における
ૄやその『ブライダルを』୳କさせるを『ブライ
ダルツーリズム』とෘ定し定ଝ化¹」をした。

2.ଢ଼方法
本ଢ଼の調査方法は，文൴調査とインタビュー調査

が中心である。結ฬૄに所のある地ୠを௰問(༖市
ଯ々ధ地ୠ・ఢ南市ಧ野地ୠ二所山田神社)し，結ฬ
ૄのഄఴ，文化的な価கやూବの分ෲを行う。そして
௴まちづくりの一୩ୠである⋼結ฬૄをກとした
ツーリズム“യ進のため，来௰者と地ୠ住民間の交
をどのように成立させることができるか，その૭能性
やୖ題点について調査・分ෲをする。

また，地ୠ୭を生かした結ฬૄのプランを作成す
ることで，「ブライダルツーリズムの確立」にᇽがる
ことを明らかにする。その際にజ来とは౮なるアプ
ローチかつ地ୠとの関わりができ，新たに地ୠのྟ力
を出できるかを考する。

3.ଯ々ధ地ୠにおける地ฬの
事
༖市のଯ々ధ地ୠでは明治時代から「地ฬ」が行

われている。「地ฬ」とは，န່Ⴑが家で行われて
いる間に，地元の男性が化ဲを施した地を新എの家
に持っていく結ฬૄのૄである。

地ฬは༖市のଯ々ధ地ୠだけではなく，ೣ和24，
5年ႃまでは島உ県や༖市の౾島部でも行われていた

が，現行われているのはଯ々ధ地ୠのみである。そ
こでൿ者は、なぜଯ々ధ地ୠは地ฬをஹろうとして
いるのか，「ଯ々ధ地ୠどうしんてやろう会」会長の
ᛸஃ氏に2020年8月1日，11月27日にインタビューを
行った。

氏によると，ଯ々ధ地ୠはଽくから地信ྛがஉ
付いており，地ୠ住民と地は近いோであった。
氏が結ฬૄを行った45年前には「ຒかけ地」が運ば
れて来たそうだ。所から来たおႭさんのౠりがଐい
ようにとのൢいが込めて地ฬを行った。

しかしバブル期になると，西ஞの結ฬૄが主化し，
加えてฬ人口の減にൣい，次第にଯ々ధ地ୠから
地ฬが減した。現，地ฬをଋすために「どう
しんてやろう会」は，SNSでの情報発信や2019年11月
25日には，ெᇍ結ฬૄを行い地ฬのྟ力を後世に
える活動を行っている。

「以前は，地ฬをすることで地ୠ住民のᇽがりが
できていた」と氏は話していた。

今後も地ୠ加の地ฬの計があるそうだ。
氏にインタビューをીえて，地ฬには地ୠの活

性化の૽割があるとじた。

さらにଯ々ధ地ୠは，持続૭能な地ୠを目指す
「ଯ々ధตプラン」を作成している。そのなかに『地
ୠのഄఴ、ଁ、文化を大事にし、地ୠのଐさを発信
しよう』というඨ目があり，地ฬを௴資౺として
活用することで，このඨ目を成できる૭能性がある。
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地ฬは地ୠの人との連方法やご໑໓の受けநし
など，いくつか問題はある。しかし，「༉しさ」や
「ആかさ」をじ，ల来を࿐える結ฬૄは今後のブラ
イダルツーリズムの確立に大きな૭能性をもたらすと
考える。さらにそれらを౷まえてൿ者は地ฬプラン
の提案を行った。「今まで以上に，ଯ々ధにいಽが
来て活性化にᇽがることを期ୄする」と氏は言って
いた。

4.神前結ฬૄ発໋地の調査
ఢ南市ಧ野地ୠにある二所山田神社は，明治40年

（1907年）に，二所神社と山田神社を合᱂して，社ಀ
を二所山田神社と改めた。そして明治41年（1908年）
当時のఘ本重፶が一ಹ家൦向けに，結ฬの意ଝ，
結ವ，見合いをஅめହいた『神前結ฬૄ』なるၻ子を
行した。ಌにૄのถを記したマニュアル本『神前
結ฬૄ大全』をౣૐ，全国に売した。ၻ子・マニュ
アル本は数ે万部の大ヒットとなり，全国に神前結ฬ
ૄが広まるきっかけになった。

現住の本ఴ፶氏にインタビューを行い，実際に
『神前結ฬૄ大全』を၂見した。

当時の住本重፶は『女子道』という機関を作
成するなど男女平ಉにି力し，その際に神前結ฬૄの
も行った。その୶でಧ野地ୠは神社のઽ入もஅ
め，家൦内での男女平ಉの૽割も૿っていたと本氏
は話していた。

そもそもಧ野地ୠの神前結ฬૄのマニュアル本のோ
ををウエディングプランナーは全く知らない。結ฬ
ૄ場のᓾᄑ事業会社，カリヨンのチーフ山本ఎ氏は
「人気があるଆ府ଠや山口大神で神前結ฬૄを
行う際，カリヨンのスタッフは『場所』や『有名度』
で案内している」と言っていた。しかし、神社を案内

する際に一言マニュアル本の話や本重፶の話をすれ
ば神前結ฬૄを行う価கがさらに高くなるのではない
だろうか。

5.成果と今後のன
本ଢ଼において，地ୠ୭を生かした「ブライダル

ツーリズム」モデルの確立は，地ୠ社会にとっても，
ウエディングプランナーにとっても要があることが
明らかになった。地ୠ୭を生かした結ฬૄのプラン
作成は地ୠのプロモーションとなる。今後の結ฬૄに
おいて，地ୠにஉ付いているものを生かし໑うことで
ウエディングプランナーも文化のಲഅ者になり得るこ
とが，本ଢ଼を通して明らかになった。

地ୠ୭を生かした「ブライダルツーリズム」モデ
ルの確立は，地ୠ社会やブライダル、ツーリズムに
とって，これまでにない意ଝ「地ୠ住民のᇽがり」
「ആかさ」を得ることが期ୄしている。

今後のனとしては，現૽のウェディングプラン
ナーが，地の્౦あるฬ文化を学び，本ଢ଼で
得られたブライダルツーリズムモデルをે分に活用で
きるよう，ଢ଼ఊの機会などを設けることが有ではな
いかと考えている。
引用文൴：1今井重男 ,「ブライダルツーリズムの開発とன開૭能性」 ,2018

年,https://kaken.nii.ac.jp/grant/KAKENHI-PROJECT-20K12432/,(最ીၡ༮日：2021年1

月18日】
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中国⼈留学⽣および卒業⽣に対する
就職⽀援の効果

ー⼭⼝県の事例研究ー
1.研究背景
（1）2019年の⼭⼝県は少⼦⾼齢化3位で特に労働⼈⼝
が減少（令和2年版⾼齢社会⽩書 2020）
（2）2020年の留学⽣の就職先は東京が13763⼈
（44.5%），⼭⼝県が78⼈（0.3%）のみ（出⼊国在留
管理庁 2020）
（3）2016年の⽇本企業の中国進出は東京が4743社
（34.0%），⼭⼝県が52社（0.4%）のみ（TDB 2016）

2.研究⽬的
⼭⼝県における中国⼈留学⽣が県内企業ではなく，

⼤都市圏を⽬指し就職するのか原因を分析し，中国⼈
留学⽣のキャリア教育や就職に効果的な点を抽出し，
⼭⼝県のような地⽅でも留学⽣への就職⽀援の取り組
みをさらに強化する必要性を明らかにする。

3.研究⽅法
（1） 2019年から2020年まで⼭⼝しごとセンターによ
る留学⽣への就職⽀援の取り組みについて現地調査を
⾏い，他の都道府県の先⾏研究と⽐較する。
（2）⼭⼝しごとセンターと協⼒して，⼭⼝県の⼤学
に在籍している留学⽣に対して2019年と2020年にアン
ケート調査を⾏い，中国⼈留学⽣と他の留学⽣の調査
結果を⽐較しながら，効果的な就職⽀援の⽅法を検討
する。
（3）2010年度から2019年度までに⼭⼝県の⼤学を卒
業した中国⼈に対して2020年にアンケート調査を⾏
い，県内で就職した者と県外，⺟国で就職した者の違
いを⽐較する。

4.調査結果
（1）⾏政の留学⽣に対する就職⽀援
①⼭⼝しごとセンターの留学⽣への就職⽀援

・就職情報のチラシ・メール提供，留学⽣と企業経営
者との交流会，留学⽣向けハンドブック

②他の都道府県での特⾊のある留学⽣⽀援
表1 地元企業へ就職のための特徴的な取り組み

・⼭⼝県でも取り組むべきではないか。

（2）⼭⼝県の留学⽣の就職およびその⽀援に関する
ウェブアンケート
調査対象︓学部3，4年⽣と⼤学院⽣

表2 調査回答者の基本状況（⼈）

表3 卒業 （修了）後の希望進路 （%）

・⽇本で就職を希望した留学⽣は多い。
・⺟国で就職を希望した中国留学⽣は増加。コロナ渦
で⼀⼈っ⼦が多い中国⼈は帰国を考えていると推測さ
れる。

国際⽂化学研究科 国際⽂化学専攻 王 曾芝

2019年 2020年
中国⼈ 他 中国⼈ 他

⽇本で就職 63 55 50 77
⺟国で就職 18 20 28 10
⽇本で進学 15 15 18 6.5
その他 4 10 4 6.5

都道府県 内容 出典
⼭形県

（もっとみらい
コンソーシアム）

県内企業に就職
希望の留学⽣へ
奨学⾦を提供

綾部（2015）

広島県
（広島県留学⽣活躍
⽀援センター）

留学⽣の採⽤を
検討する企業へ
の啓発セミナー

尾本（2019）

福岡県
（福岡新卒応援
ハローワーク）

中国語の通訳
配置

福岡新卒応援
ハローワーク

HP

2019 2020
回答
者 中国27 他20 中国50 他31

学部 ⽂21
理6

⽂7
理13

⽂30
理20

⽂14
理16

学年 学部⽣9
院⽣18

学部⽣9
院⽣11

学部⽣17
院⽣33

学部⽣22
院⽣9

⽇本
語

N2以上27
N3以下0

N2以上10
N3以下10

N2以上43
N3以下7

N2以上22
N3以下9
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表4  所属⼤学と⼭⼝しごとセンターの利⽤状況
（複数回答）（2020年のみ）（%）

・中国⼈の3割が⼤学のサービスを使っていない。

・中国⼈は⽇本語能⼒が⾼いので、他の留学⽣より履
歴書、エントリーシート、⽇本語教育の⽀援を必要と
していない。
・⼤学より⼭⼝しごとセンターの利⽤者は少ないが、
中国⼈は他の留学⽣より多い。

（3）⼭⼝県の中国⼈卒業⽣の就職およびその⽀援に
関するウェブアンケート
調査対象者︓⼭⼝県内の⼤学を卒業した2010年度か
ら2019年度までの中国⼈卒業⽣

表5 調査回答者の基本状況（⼈）

表6 インターンシップの経験 (%) 

・⼭⼝県で就職した卒業⽣は⼭⼝県でインターンシッ
プをした経験が⾼い。

表7 就職先の⾒つけ⽅（複数回答）（%）

・⼭⼝県で就職すると奨学⾦がもらえる制度があれば，
⼭⼝県で留学⽣の就職者数は増えるかもしれない。

表8 就活時にあったらよいサービス
（複数回答）（%）

・県内で就職した者の「先輩・知⼈の紹介」が多い理
由は中国⼈ネットワークが確⽴していると思われる。

5.考察
（1）中国⼈留学⽣に⽇本語以外のサービスをもっと
提供すべき。
（2）留学⽣のネットワークを強化する⽀援をすべき。
（3）⼭⼝県で就職するために、県内インターンシッ
プの参加率を上げるための対策を検討する必要がある。
（4）⼭⼝県で就職すると奨学⾦を提供すべき。

⼭⼝県内 ⼭⼝県外 中国
中国語での就職⽀援 30 23 24

筆記試験の練習 15 35 16
⼭⼝県で就職すると，
奨学⾦がもらえる制度 28 26 26

起業の⽀援 28 14 29

その他 0 2 5

⼤学
⼭⼝しご
とセン
ター

中国⼈ 他 中国⼈ 他
合同企業説明会 13 7 12 7
企業と留学⽣が直接話せる
交流会 10 5 10 10

留学⽣を求⼈している企業
の情報 13 13 12 12

履歴書・エントリーシート
の添削 7 13 4 2

⾯接の指導 6 8 4 5
先輩の体験談などのセミ
ナー 5 7 5 0

インターンシップの情報 7 8 5 0
企業訪問・⾒学の情報 4 0 4 7
ビジネス⽇本語教育 2 8 2 0
在留資格（就労ビザ）や社
会的な⼿続き 4 5 3 2

利⽤しない 30 24 37 51
その他 0 2 1 2

⼭⼝県内 ⼭⼝県外 中国
先輩・知⼈の紹介 38 19 28
⼤学の情報提供 24 29 16
⾏政（⼭⼝しごとセン
ター等）の情報提供 14 12 6

⼈材紹介会社の情報提供 19 36 38
その他 5 5 13

⼭⼝県内 ⼭⼝県外 中国
回答者 29 26 26
学部 ⽂23 理4 他2 ⽂21 理4 他1 ⽂20 理6

学年 学⼠15 修⼠9
博⼠2 他3

学⼠10 修⼠13
博⼠1 他2

学⼠15 修⼠
9 博⼠1 他1

⽇本語 N2以上26
N3以下3

N2以上23
N3以下3

N2以上23
N3以下3

⼭⼝県内 ⼭⼝県外 中国
⼭⼝県 72 7 14

東京、⼤阪、名
古屋等の⼤都市 12 6 3

福岡、広島等の
近くの都市 4 4 5

その他 0 1 1



中国における大学の入学選௷制度と
進学ಂ動機について－日本をઅに

1.ଢ଼ూବ
年,中国では大学෮業後に大学に進学する者が

増えている。国家ઇ員会（日本のધ部ఐ学省に相
当する）の調査によると,2009年から年10％以上の
スピードで増え,2019年に大学の入を受けた学生
は288万人をதえたとされている。21世に入ってか
らは高ಉઇをசに発னさせ,年の大෮の
とも相まって,大学進学ൌ者が増えるൊ向にある。
日本の大学は1886年の明治政府の『国大学

ഥ』のᐑഘに基づき,130年りの発ன経༬がある。
年の大学ઇ改ಉにより,３つのポリシー入や
学ಆ成ટの૭ଳ化などが行われ,大学でどのよう
な人物をめ,どうઇし,どのような人౫として社会
に྇出するのかが明નになってきている。
このような中,大学進学ブームの続く年の中国

社会のూବをふまえつつ,日本の大学ઇ改の手
法もଳ野に入れつつ,中国大学の入学選௷制度にඳ
点を当て,そのୖ題についてઅする。

2.ଢ଼目的
中国の高ಉઇはசに発னしているが,日本のよ

うな大学ઇ学会や高ಉઇ学会はなく,また,大学
ઇについてじられたものはまだない。્に,入
学者選௷については国の定めるところによっており,
数だけでなく,ସについてもୖ題があるとされている。
本ଢ଼は中国の大学生にかかわる入学選௷制度の発
ன経༬をତ理した上で,現の大学の入に関わる
政策や制度,内ઍや方法ಉについて,大学進学をൌ
する学生ડと受け入れる大学ડの൨方からઅし,日
本の事もઅにしつつ,ୖ題について明らかにする
ことを目的とした。

3.ଢ଼方法
⋇ધ൴調査：中国と日本の大学入学選௷制度と進学
ಂ動機に関するધ൴અ,先行調査のまとめ

⋈ସ問調査：先行ଢ଼で実された調査結ટをふま
え,ସ問調査を行った。
⋉フォローアップ調査（એம調査）：ସ問調査の結
ટで出てきたୖ題についてさらにୂき取り調査を行っ
た（新コロナウィルスの୶で,中国へのநఫరૃ
となったため,ウェブ上の調査にಌした）。

4.調査結ટ
⋇ସ問調査
調査期間：2020年８月―９月
調査対：中国山東省にあるつの大学（ශప大
学,ஒ島大学,山東大学,山東ప大学,済વ大学）に
学している90名の大学生。
調査内ઍ：進学ಂ動機（自ഞ௬,ଢ଼計છ,学会
発表など）や入学選௷制度に関する意見（ੲ報入手,
１ઃୡや２ઃୡの内ઍ・公平性など）ಉ,主とし
て4ඨ目からなる40のସ問ඨ目についてགねた。

表１ 先行調査結ટと本ଢ଼の調査結ટのૻຎ

国際ધ化学ଢ଼ఐ国際ધ化学௧వ ☣

区分 先行ଢ଼で行われてい
る質問

共通点 新たに分かった点

基本ര
性

性શ,学年,出ମ大学（学
部）,学部での成ౚ,௧వ

○ ༚ （ 2014 ） , ༚
（2016）の調査では,ધ௺
の学生を対とし,ଋりの
⌱（2003）,ᆴ（2010）,
ᆢ（2011）はધ௺と理௺
の学生を対に調査を行っ
た。

●ଢ଼テーマを決めるには,人のஃ
言が要。
●自ഞ௬を高め,自信をつけること
が要。
●ಪ判力や自分でઅえる力を成する
ことが要。
●学会や学内での発表はほとんどなく,
学会や学内に加する機会もないた
め,それを増やす要がある。

進学ಂ
動機

大学を選උする理,
進学理,௧వを選ぶ理
,෮業後先

○地理的な位઼（都会）,
大学のੴ名度である。
○ଐい先を見つけるた
め,したくないಉであ
る。
○෮業後の先について
は,大手企業,ઇపまたは公
務員が多い。

●・したくない,のプ
レッシャーについてઅえたくないに動
機が化している。
●ୖஙに進学し,ଢ଼者になりた
い者はない。
●実ᄷ的ચ力をମにつけたい。
●人間関બやネットワークをりたい。

情報入
手

学ૅランキング,௧వラ
ンキング,ઇ౸ੲ報,学生
൳ૐ人員ੲ報,ૌுの合
તライン,ૌுの合ત૨,
年の૾ய,入内
ઍ,တ学金ੲ報,学ાੲ報
など

○ઇ౸のଢ଼ੲ報,ఊവ生
の૾ய,ૌுの合ત૨
などのੲ報が入手しにくい。

●ଢ଼テーマをઅえるઅ資મとして,
大学のଢ଼内ઍやଢ଼プロジェクト
の要を公開する要がある。
●௧వの内ઍを調べずに進学する૾ய
を改ఒする要がある。

入学選
௷制度

ఐ目の度,ୡ内ઍの
しさ,1ઃୡ合તラ
イン,2時ୡの人౫選
௷のથ性,公平性,એம
ୡの内ઍとଟ査

○એமୡについて,ଢ଼
への௪,ଢ଼力に関する
૭ચ性,人的なಞସとい
う三つのએをଟ査すべきで
ある。

〇1ઃୡ,2ઃୡの公正
性についてઑ問をじてい
る者が多い。

●ୡ内ઍの中にઓઅ力に関する内ઍ
を入れる要がある。
●1ઃୡ合તラインについて「まあ
まあ」というように,不合理さをじ
る人がなくなっている。
●2ઃୡの公平性についても,「まあ
まあ」とઓう人が多く,થ性もある
という人が多くなっている。
●大学生数やゼミ生数が多いので,
学生のସがくなっているともじて
いる。
●国の大学についてあまりੴらな
いが,日本については最もよくੴられ
ている。



⋈フォローアップ調査（એம調査）
調査期間：2020年11月
調査対：中国山東省にあるශప大学,ஒ島大学,
済વ大学に学している5名の大学生とශప大
学の3名のઇ౸。
調査内ઍ：ସ問調査の調査結ટをベースにしたସ問
についてୂき取りを行った。
調査結ટ：アンケート調査結ટにフォローアップ調査
結ટを重ねてઅした。
表２ アンケート調査とフォローアップインタビュー
調査のૻຎ 〇学生,●大学ઇ員

フォローアップインタビュー調査から今後に向けた
ୖ題や解決策が見えてきた。学生ડでは,大学にお
いて実ᄷચ力をମにつけ,ネットワークづくり,進ଡ଼
支ର,ੲ報公開,ಂૅ先྇とのઐなどをめてお
り,入については1ઃୡの合તラインと2ઃୡの
公平性や不を್える学生はないが,1ઃୡの௧
の内ઍはしくஶୁの強も૿だとઅえている。大

学ડ（大学ઇ員）は主に入学選௷制度について1ઃ
ୡの内ઍについてはしくないとべ,ઓઅ力に関
する内ઍを入れる要があるとしている。また2ઃ
ୡには小ધを入れ,ଢ଼計છをもとにしたએமを
するとよいとしている。大学のカリキュラムを改ఒ
し,大学生のચ力を明ન化にする要がある。学生
も大学ઇ員も進学ಂ動機がによるものであ
る૾யは続き,ଢ଼テーマが決められない現૾はல方
ないとઅえているが,学内の発表会や学会加など,日
本の生のઇ員に学ぶところは大きいとઓわれる。

5.અ
日本の大学入学選௷制度をઅにしつつ,これか

らの中国の大学入学選௷制度のり方についてまと
めた。
表３ 中国の入学選௷のୖ題と期ୄされる方策案

表３ 中国におけるୖ題と対策について

日本の事をઅに,これからますます増加が見込
まれる中国の大学入学ൌ者にどのように対ૢして
いくか,入学選௷制度のさらなる改が期ୄされる。

中国における大学の入学選௷制度と進学ಂ動機について－日本をઅに
国際ધ化学ଢ଼ఐ国際ધ化学௧వ ☣

中国における課題 日本を参考にした対策
基本ര性 ⋇ଢ଼テーマを決めるには,時間がか

かって,人のஃ言が要。
⋈学会はない,学内発表会もない。
⋉学生のସの問題。
⋊ಪ判力や自分でઅえる力を成するこ
とが要がある。

⋇入の時に,ଢ଼計છを出させ
る。
⋈大学生に対して学会の加や発表
をയされ,学内においても発表の機会
を増やす。
⋉ઓઅ力を問う入問題も入れ,大学
のカリキュラム改やてる力を明
ન化する。

進学ಂ
動機

⋇学に௪を持つから大学進学を選
ぶよりも,・したくないに動
機が化している。
⋈ୖஙに進学し,ଢ଼者になりたい
者はない。
⋉実ᄷ的ચ力をମにつけたい。
⋊人間関બやネットワークをりたい。
⋋ఊവ後のについてഊっている学生
もいる。

⋇ఊവ後の支ରやキャリアサポー
トをତする。
⋈ୖஙに進学したい学生の力をಇ
ばす指が要。
⋉実ᄷ的ચ力をମにつけられるカリ
キュラムのౄ実が要。

情報入手 ⋇ଢ଼テーマをઅえるઅ資મとして,
大学のଢ଼内ઍやଢ଼プロジェクトの
要を公開する要がある。
⋈௧వの内ઍを調べずに進学する૾யを
改ఒする要がある。
⋉ಂૅの先྇とのઐをめる。

⋇大学公ૄのホームページでૌுの
入内ઍやఊവ生の૾யなどのੲ
報を公開する。
⋈大学オープンキャンパスやହ明会
を開ಈする。
⋉大学ઇ員のウェブサイトやଢ଼を
ງஂするウェブサイトの設立。
⋊ઇ員への事前相やオープンキャン
パスでの先྇学生とのઐ機会をもつ。

入学選௷
制度

⋇ୡ内ઍがพ੶中ੱでしく૿が多
い。ઓઅ力に関する内ઍを入れる要が
ある。
⋈1ઃୡの合તライン,2ઃୡの公平
性はまあまあだとઓう。
⋉入時期が長く,ಂできる大学の
数がなく,チャンスがられている。
⋊大学の自主権が小さい。
⋋ゼミ人数数多い。
⋌カリキュラムのౄ実をむ。

⋇ઓઅ力を問う内ઍや,小ધ,ૄ
問題の入。
⋈入時期をಢくし,入の機会とಂ
ૅの増加ができればよいが,現の
大学入学ಂ者数から言えば,現૾
の制度はૻຎ的よくତされていると
もいえる。
⋉大学（大学）でੵできる2ઃ
ୡの改ఒ策をఁ大する。
⋊ള数指体制を設け,3人ங度の主・
ౢઇ員制度で指できるようにする。
⋋大学のカリキュラムを改ఒ・ౄ実
し,ઇଢ଼の内ઍや指のସを高め,
大学生がどのようなચ力をମにつけ
るかを明નにするような大学改の
ଢ଼がめられる。

アンケート調査（学生） インタビュー調査（教員と学生）
基本ര
性

〇ଢ଼テーマを決めるには,人のஃ言
が要。
〇自ഞ௬を高め,自信をつけることが
要。
〇ಪ判力や自分でઅえる力を成する
ことが要。
〇学会や学内での発表はほとんどなく,
学会や学内に加する機会もないた
め,増やす要がある。

〇●学部では෮ଢ଼やଢ଼ୖ題がない場合
もあり,進学ൌもによるものだから,
ଢ଼とは୦かがわからない学生が多いのはல
方ない。（学生,ઇ員）
〇●大学のカリキュラムをౄ実し,ଢ଼意
ඟやଢ଼ଙ度をて,学内や学会などでଢ଼
者と出会う場をつくる要がある。（学生,
ઇ員）

進学ಂ
動機

〇・したくない,のプ
レッシャーについてઅえたくないに動
機が化している。
〇ୖஙに進学し,ଢ଼者になりたい
者はない。
〇実ᄷ的ચ力をମにつけたい。
〇人間関બやネットワークをりたい。

〇●・したくない,のプレッ
シャーが大きいというのは社会的ూବなので,
当એ続く。（学生,ઇ員）
〇ୖஙに進学したい学生がસと多いので,
意ඟをよりಇばす指が要。（学生）
〇ఊവ後のについてഊっている学生もい
る。支ରやキャリアサポートをତする
要がある。（学生）

情報入
手

〇ଢ଼テーマをઅえるઅ資મとして,
大学のଢ଼内ઍやଢ଼プロジェクト
の要を公開する要がある。
〇௧వの内ઍを調べずに進学する૾ய
を改ఒする要がある。

〇大学のੲ報公開が要。（学生）
〇ಂૅの先྇とのつながりにより,ੲ報を
もらえる૭ચ性が高い。（学生）

選௷制
度

〇1ઃୡの௧ఐ目が一しく,ஶ
ୁの૿も重たい。
〇ୡ内ઍの中にઓઅ力に関する内ઍ
を入れる要がある。
〇合તラインについて「まあまあ」と
いうように,不合理さをじる人がな
くなっている。
〇2ઃୡの公平性についても,「まあ
まあ」とઓう人が多く,人౫成の選௷
のથ性もあるという人が多くなって
いる。
〇大学生数やゼミ生数が多いので,学
生のସがくなっているともじてい
る。
〇国の大学についてあまりੴらな
いが,日本については最もよくੴられて
いる。

●1ઃୡの内ઍはしいが,しっかり強す
れば,対ૢできるし,ಂ者が多い現૾では
しくてもல方がない。ୡ内ઍの中にઓઅ力
に関する内ઍを入れる要があり,日本の小
ધやૄ問題などのୡ内ઍの入,ア
メリカのGRE（Graduate Record 
Examinations）のようなୡの入をむ。
（ઇ員）
〇合તラインについて「まあまあ」というよ
うに,不合理さをじる人がなくなってい
る。（学生）
〇2ઃୡについて「まあまあ」というよう
に,不公平さをじる人がなくなっている
（学生）。
●1ઃୡの合તラインと2ઃୡの公平性に
不を್える学生がない。（ઇ員）
〇●大学生数やゼミ生数が多いので,人
数ゼミであれば,指がଐくできる。（学生,
ઇ員）
●大学のカリキュラムをౄ実し,ઇଢ଼
の内ઍや指のସを高め,大学生がどのよ
うなચ力をମにつけることを明નにする要
がある。ଢ଼計છをもとにしたએமも要。
（ઇ員）
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おわりに 
引用文൴ 
付ஈ1 中国大学生へのインタビュー調査ସ問ඨ目 
付ஈ2 インタビュー調査記ஈ 
 
2.ଢ଼のూବと意ଝ 
中国の高ಉ教は1990年代のఁ大政策へのૡఌを

経て，マスమに入した。౸業料の大்増額にൣい，
တ学金制度の改ఒとౄ実に取り組み，その利用者が
சに増加している。中国のတ学金政策の設計にあたっ
ては，တ学金政策がૻຎ的されたアメリカや日本
のような先進国のတ学金モデルを考に立案された。
日本も，高ಉ教の発னにൣい，高ಉ教の経費がஎ
費にൂோする૨がဉ々に高くなった。日本において高
ಉ教は「受இ者૿」の考え方が主だった。すな
わち，高ಉ教の費用を基本的には家൦が૿し，そ
れをଖတ学金によってଓう，という政策をとって
きた。 

્にその設立ૌஙで，ஔ付တ学金からଖတ学金へ
シフトするという国際的なൊ向にኼうことにした。こ
のようなૻຎଢ଼のが政策立案や果検証などに
有இな情報を提できる。国際ૻຎを通じて，今後の
改ఒの見込みをཔすることができる。この௴点から
すると，中国と日本は社会制度，経済，高ಉ教の事
情が౮なるものの，共に高ಉ教のஎ的૿૨が高い
問題があり，တ学金の教機会ಉをയ進する政策意
，びတ学金政策への期ୄは共通している。社会文
化的ూବとして，家ఔが子どもの教を重ଳし，ཇ
をမしまないと同時に，金に対するが強いと
いうところも๚ている。ゆえに中国における，တ学金
制度の実施実ଙについて日本とૻຎしながら検ୈして
いくことはாめて重要なଢ଼ୖ題である。先行ଢ଼は，
ଖとஔ付の区別がなされず，受ஔと果の൨方にわ
たる分ෲがない。また，経済૾யと政策ಌなどの
化により，先行ଢ଼のୖ題が改ఒされるかを明らか
にするଢ଼意ଝがある。 

 
3.ଢ଼の目的 
⋇中国と日本の高ಉ教におけるတ学金制度の発னを
ஷりନり，政策制度のり方を分ෲし，2010年以
後の中日တ学金政策の利用૾யをૻຎする。 
⋈先行ଢ଼で行われた調査を౷まえ，中国大学生にイ
ンタビュー調査を行い，現中国におけるတ学金制
度のୖ題を明確にする。 
⋉中国におけるတ学金制度のୖ題について，日本のတ
学金制度や政策を考しつつ，どのような点から改
ఒされるべきなのかについて考する。 

 
4.ଢ଼の方法 
文൴調査：⋇マクロ的なଳ点から中国と日本における

ஔ付တ学金とଖတ学金政策のዮ
をまとめる。 
⋈中国と日本におけるတ学金制度の利用人
数，総額をまとめ，受ஔ૾யを分ෲする。 

面ம調査：先行ଢ଼を౷まえて，インターネットで，
面ம調査を行う。 

国際文化学ଢ଼ఐ国際文化学௧వ  ℓཟ഻ 
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国際文化学ଢ଼ఐ国際文化学௧వ  ℓཟ഻ 

5.調査の結果と考 
表1 調査大学生の્性 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表1は，中国大学生へのインタビュー調査の基本情

報である。本ଢ଼で行われた調査は，中国において，
中国の大学生のတ学金利用に対する認やଌ度をཔ
するため，2020年8月～9月に大学生を対に行っ
たインタビュー調査である。本調査では調査実施中の
から，8人の中国大学生を対として，ウェブで
半ଡୗ化面ம調査を行った。本調査の調査事ඨは，基
本情報，တ学金の受ஔ૾ய，တ学金の果，တ学金へ
の意見というつの面でଡ成した。 
以下に本ଢ଼でわかったことをまとめた。 

⋇学生の収入にはலଛりが学生の主な収入౺であり，
家൦の経済૾யが学生の生活に୶をଖえる。 
⋈大学での生活支出は家計૾யに大きく୶される。 
⋉ஔ付တ学金は学中に支ஔされ，受ஔ者が多い。 
⋊学ૅのஔ付တ学金，国家တ学金の受ஔは成ౚを重
ଳし，国家ཫಂတ学金の受ஔの受ஔは成ౚと家計の
方をଦൟするものだが，成ౚが最も重ଳされているこ
とが分かった。国家ஃ学金には家計૾யが重ଳされて
いる。 
⋋ஔ付တ学金の受ஔൌが高い。 
⋌ଖတ学金は進学前にも学中にも利用૭能である
が，利用者がない。 

表2 中国におけるတ学金制度のୖ題と日本における
တ学金制度と政策。 
 
 
 
 
 
 
 
 
そして，ୖ題の改ఒ策を以下のように提言した。 

⋇多元的なରஃ資金体௺をଡണすべきこと。 
⋈大学に支ରଵ理機ଡを設立し，情報公開化，公正化
をすること。 

⋉တ学金に関する情報のఢ知を強化すること。 
⋊ଖတ学金の఼用をఁ大すること。 
⋋ଖ金額は多మを設けること。 
⋌アルバイト，などについての相ษ口を設立す
べきこと。最൛金制度の്をఁ大すること。 

 
6.結 
本ଢ଼は中国と日本の高ಉ教におけるတ学金制度

の発ன，現の利用૾யを考し，先行ଢ଼と学生へ
のインタビュー調査を౷まえつつ、中国におけるတ学
金制度のୖ題をげた。ୖ題に対して、日本の事を
考に改ఒ策を考えた。 
中国と日本共に，တ学金制度は学生の進学と生活に

大きな୶をଖえる。တ学金の利用は૿のೄ減と
学ಆのയ進に૽立ち，学生の生活面での果が૮ଳで
きない。こうした点からみて，တ学金制度は中国にし
ても日本にしても，高ಉ教の機会ಉを実現するう
えで大きな૽割を果たしていると考えられる。それゆ
え，တ学金制度にோするୖ題が改ఒされ，教の機
会ಉが進むことをみたい。 

受ஔ状ய 家൦所得月ᤉ入 ௧門/౸業料 アルバイト状ய 

Aさん（女
性・都市） 

学ૅのတ学金（1200元） 
学ૅの学生へのတ学金
（10000元） 
日本学生支ର機ଡ（8万円） 

1万元ぐらい 文 ఐ ௺ 、 年 間
5000元 

家൦教ప、ධ୫
やஞസなど（
月300～400元） 

Bさん（男
性・都市） 

学ૅのbథတ学金をணடし
たが、受けられなかった。 

1.5万元～2万元 文 ఐ ௺ 、 年 間
6000元。 

チラシをଦる売
員、๊ఇ中ಌ正
施設でのଝ（
月1600元） 

Cさん（女
性・村） 

国家ཫಂတ学金（5000元） 
学ૅ三ಉတ学金（600元） 

5元～6元 理ఐ௺ୢ学部、年
間8000元 

ධ୫（500元） 
ワークスタディ
（月400元） 
家൦教ప（月
1000元） 

Dさん（男
性・村） 

学ૅのတ学金をணடしたが、
受けられなかった。 

1.5万元ぐらい 理ఐ௺ୢ学部、年
間8000元 

してない 

Eさん（男
性・村） 

国家ஃ学金（2000元） 
国家ཫಂတ学金（5000元） 

5元ぐらい 文 ఐ ௺ 、 年 間
5300元 

家 ൦ 教 ప （ 月
1000元） 

Fさん（女
性・村） 

国家ஃ学金をணடしたが、
受けられなかった。 

3元ぐらい 文 ఐ ௺ 、 年 間
8000元 

家൦教ప（月500
～600元） 

Gさん（女
性・都市） 

学ૅのတ学金（1200元） 
国家ஃ学金（2000元） 
国家ཫಂတ学金（5000元） 
国家တ学金（5000元） 
生౺地ஃ学ローン（6000
元） 

収入は不安定で、
多くのは4元、
収入がない૾ய
もある 

文 ఐ ௺ 、 年 間
5000元 

家൦教ప（一年生
月800～1200、二
三年生月1500～
2000）、年生
会 社 実 ಆ （ 月
4000元） 

Hさん（女
性・都市） 

学ૅのတ学金をணடしたが、
受けられなかった。 

3元ぐらい 文 ఐ ௺ 、 年 間
4400元 

家൦教ప（月800
元） 

中国における課題 日本におけるတ学金制度と政策 

ஔ付တ学金 ⋇学ૅஔ付တ学金のஔ付金額
の水がい。 
⋈学ૅのஔ付တ学金のଟ査
の公正が保証されていない。 

⋇民間団体、企業からの支ର 
⋈同ษ会からの支ର 
⋉大学で学生支ର部の設立 

ଖတ学金  
⋇ଖတ学金への認不ଌ。
⋈利用者がない。 
⋉ଖတ学金のଖ金額の
水がい。 

 
⋇「スカラシップ・アドバイザーୣ
ാ事業」の実施。 
⋈ଖတ学金の఼用が大きい。 
⋉金額はつのమを設け、自選
උことができる。 

その  
アルバイトの時間が長くて、
ஔଖの水がい。 

 
ௌ௮件の相、最൛金ポスター
などの്。 



中国×日本のଶநし
ー⎣でᇽぐ結ฬૄの記品ー

1. はじめに
今日，新コロナウィルスの୶で日本と中国の結

ฬૄ場やホテルでのૄ・န່Ⴑがభ期・中ૃになっ
ており，ブライダル業界の業はப化している。
このな૾யの中で，オンラインを使用したZOOM

ฬや動画ଦ信など々な取り組みが行われているが，
その際に新新എの知り合うૌஙを動画で見ることや
直ம௵人たちが新新എへの໑ૣを行うことができ，
結ฬૄのり方がわってきた。
எたちは新コロナウィルスの૾ய下で結ฬૄの記

の代わりになるものや引出物の代わりをർそうと思
い，々なૹ品案について検ୈした。

2. 日本で⎣を๔る理
ൿ者(▏本)の同ഋのプランナーによると最近は結ฬ

ૄでタオルやお，キッチングッズを๔るのが人気だ
が，最近しずつ⎣をプレゼントする事も増えてい
る。さらにฬ用の⎣ૹ品を取りඞっているとおや
カタログ売も行われている。
日本では⎣は「お⎣（はし）」になぞらえて，「ౘ

せをଶ（はし）நしする」，「人と人とのごをᇽぐ
ଶ（はし）」など、相手のౘせやഎ円をൢう意
が込められている。
さらに୫ஓやタオルಉとはୀい，かさらないこと

や，⎣は長く使うものであるので記品にはଐいとさ
れている。

3. 中国で⎣を๔る理
中国でお⎣をプレゼントにする理の一つには，

「௫しみ」をൢう意がある。中国ୁの⎣は「丟」と
書き，“௫しい”意を持つ中国ୁの「乐」の「」
と同ఠである。また、⎣は“double”の表で「一生の
ౘせ」，「ౘ運」というൢいの意がある。
中国と言えばパンダのイメージが強く，人々はパン

ダをむ。家ఔのၒをമഀする⎣も人気である。

4. ቓପのଠᐼ⎣の事
ଠᐼ山でので作られる⎣「ଠᐼ⎣」は，中国の⎣

の中でも્ඉがある。ଠᐼ⎣はの時代に始まる。山
でᅇ఼されたから作られ，20をதえる制作ૌஙがあ
り，中でも્ඉ的な工ஙは⎣のを円にするૌஙや，
⎣に文ஊをമむૌஙである。

5. 中国においてฬ時に๔られ
る⎣の

国際文化学ଢ଼ఐ 国際文化学௧వ ▏本Ꮆ Ↄቤ

：現の新コロナウィルスの୶における結ฬૄ場
の問題 (▏本Ꮆ作成)

真：日本で人気の⎣のૹ品
https://www.farbemart.com/weddingmart/archives/21701

真：パンダの⎣(ం)と家ఔのၒの⎣(క)

真：⎣制作の工ங

出๕：川パンダ家：https://m.tb.cn/h.48oaq3u?sm=f6a995

出๕：手作人必道https://b23.tv/BV1Gs411s7dX

中国のಜ丟 出๕：https://m.tb.cn/h.4RZdy4K?sm=0b3b9c(ం诗)
https://m.tb.cn/h.4RZWeYS?sm=45a6f0(ଠᐼ山官方企業)



：今回提案したパンダの⎣(作成者：䴘)

上記の4ූの真は今日ฬ時多く使用される⎣で
ある。ం真の⎣は「一ો」，「䰲人」，「三⑦」、
「ఛ」がമまれる。中ఙ真はマホガニー౫で作る
女性用の⎣で、႘のஏがമまれている。క上部の真
はౘૣの「ૣ」がമみ，క下はଠᐼ⎣である。

6. 大内࿗について
எたちがି目した「大内࿗」は，一ಹ的に大内時代

に作られたᄢଲ品のことを指してよばれているが，大
内࿗りのକ౺は明らかではない。ただ，大内氏の時代
やૺ時代には山口で大内࿗りのᄢஓが制作されてい
たとえられており，『ྑ朝実ஈ』や『ೞ明実ஈ』に
よれば、大内氏の対朝，対明交ಔのୟ出品の中には
ᄢஓథがみられ，大内氏が大ಮനಔを進めいていく中
で，ླ໐・ႍ子・ᑾとともにᄢଲ品も重要なୟ出品と
なっていたこと，15世には山口でᄢ工഼がాんに行
われていたことが分かった。現大内࿗のワーク
ショップもあり，ମ近にじてもらうな体ୡ活動と
なっている。

7. 今回提案する大内࿗⎣⋇
大内氏が対明交ಔでᄢஓをୟ出していたこともあり、

大内࿗にି目した。ふるさとഅセンター（༴田氏）
におൢいして大内࿗の⎣にパンダのをいてもらう
予定だったが，ᄢ࿗りには3ౝ間以上かかり、⎣が
いためパンダの付けはしいとだった(案は真下)。
そこで案⋈として，中村民഼社に新しいૹ品，્

にฬ向けのૹ品開発のൂをした。ほかの工ඬでは
結ฬૄのプレゼント用の⎣をレーザーで名入れなどを
するところもあるそうなので、ฬૹ品として૭能性
があると思いを提案を行った。

8. 今回提案した大内࿗⎣⋈
中村民഼社にて売している⎣を活用した。売し

ているシンプルな⎣の上にイヤリング用の大内࿗の人
をつけ，作成を行った。現ோしているૹ品をコラボ
レーションすることで高付加価கが付き、一生に一回
の結ฬૄの記品になると考えた。
さらに，インターネット中心に手作り⎣の売もあ

るので、大内࿗とのコラボレーションの૭能性がある。
中村民഼社（中村氏）によると、⎣の木は県から取
りఞせて付けをしているので持ち込みでも対ૢは૭
能であるとのことだった。ల来的には県産木の利用も
検ୈが要である。
手作りのૹ品はブライダル業界において人気がある。

近年は時計やප૾を新新എが作成してにプレゼ
ントすることも行している。世界に一つだけ，二人
の共同作業としてさらに家ఔがᇽがるということで人
気である。

8. 結果と今後のୖ題
今回新ウィルスの୶で，イベントの開ಈಉ，思

うようにできないことも多かった。しかし，௵人や家
ఔのᇽがりをプレゼントというで考えることで，地
ୠ資౺の活用について工することができた。
また中村氏は「೫方にれている方へのプレゼント

としてマスクと大内࿗のૹ品を売したら，େってく
れる人がいた。」と言われており，今置かれている૾
ய下で工をすれば売り上げにᇽがることも分かった。
கの設定や売場所は今回設定していないが，引

出物の相場はఔ5,000円・௵人3,000円，売場所は
結ฬૄ場やブライダルカウンターが考えられる。
最終的には中国のଁ的な෧や⎣の上に家ఔのၒを

入れるなど、⎣の౮文化間コラボ提案や大内࿗を使用
したฬૹ品のଲ作ಉに発னさせたいと考えている。

中国×日本のଶநし ー⎣でᇽぐ結ฬૄの記品ー
国際文化学ଢ଼ఐ国際文化௧వ Ↄቤ，▏本Ꮆ

真ం：
http://oouchibunka.jp/study/machidukuri/01.html
真క：中村民഼社,▏本୶

写真䠖今回作成䛧䛯大内人形付䛝箸(辻本撮影)



「結び」を⽤いた地域のお守り開発

1.はじめに
2020年は世界中がウイルスの脅威によって新たな⽣

活のあり⽅を余儀なくされてしまった。そんな中、⽇
本に住み、⼭⼝県で⽣活している私たちに「⽂化コー
ディネート」という形で何ができるか考えた。そこで、
⼭⼝県での当たり前の暮らし、地域の恵みに感謝し、
⼈々の⼼の拠り所となる、そんな商品の開発を⽬指し
た。「結び」をキーワードに，今も昔も⼈々を結び、
厄を除ける意味を持つ「⽔引き」と、⽔引の起源でも
ある「中国結び」を活かし、⼭⼝県の明るい未来を願
うお守りを提案する。

2.⽇本の結び「⽔引」
⽇本の代表的な結びは⽔引である。⾶⿃時代，隋国

に渡った遣隋使⼩野妹⼦が⽇本に帰る際，答礼使が
持っていた宮廷への贈り物に帰途海路の平穏無事を祈
願した紅⽩の⿇紐が結ばれていた。それを⽇本へ持ち
帰ったのが始まりとされている。⽔引には主に封印，
魔除，⼈を結びつける意味や慶弔の意味を持おり，表
す意味によって結び⽅や⾊が異なる。慶事には主に
「梅結び」 「あわじ結び」 「蝶結び（花結び）」
「結び切り」などが⽤いられ，その本数は5本がスタ
ンダードとされている。⾊は⾚⽩，⾦銀，⾦⾚である。
また，⽔引は和紙をこよりにし，⽔のりを引いて固め
たもので，「⽔（のり）を引く」ということからその
名がついたといわれている。

（上）梅結び（中）あわじ結び（下）蝶結び

3.中国の結び「中国結び」
中国では古くから紐を結んで作ったものを送ること

で，祝福を伝える習慣がある。その代表的なものが中
国結びで，贈り物だけではなく飾り物としても使われ，
縁起の良い象徴とされてきた。⽔引はこの中国結びが
⽇本で発展したものとされている。素材の起源を辿れ
ば⿇紐だが，現在はナイロン製の物まで様々である。
中国結びも結び⽅によって異なる意味を持つ。例えば
吉祥結びは相⼿の幸福や平安・健康を祈る意味を持っ
ており，双銭結びは蓄財や厄払いの意味を持っている。

4.⽔引と中国結びの⽤途
先に述べたように，中国でも⽇本でも結びは幸福や

魔除けの意味を持っている。⽔引は，主に贈答品や封
筒に付けて使われることが多いが，中国結びは家・
店・⾞内に吊るしたり、携帯ストラップ等として使わ
れることが多い。

（左）祝儀袋にあしらわれる⽔引結び（出典︓https://magazine.tr.mufg.jp/90090）

（右）ルームミラーに吊るした中国結びストラップ（出典︓https://site.china.cn/xianglian/3665874541.html）

⼈と⾞の安全な移動を願って，中国結びを⾞のルーム
ミラーに吊るしたり，家庭の幸福を願ってリビングや
部屋のドアに飾ったりする。この際にトイレやソ
ファーの後ろの壁に吊るさないように注意する必要が
あるそうだ。トイレは汚れた場所である為，またソ
ファーの後ろの壁に吊るしたら財運が下がっていく可
能性がある。リビングに飾る場合は明るいところに
飾ったほうが良く，明るいところに飾ると⾃分に悪影
響を与える⼈が遠ざかるといわれている。このように，
中国結びを飾ることで幸運を呼び込み厄払いをするこ
とができる。

国際⽂化学研究科 国際⽂化学専攻 全美思 ⼭本成美



また，中国⿊⻯江省⼤慶市の三永湖の桟橋には永遠の
平安や幸せを願って中国結びをモチーフとしたオブ
ジェが建てられている。世界で最も⾼い⽔上の中国結
びとしてギネス世界記録にも認定された。これほどま
でに中国結びはで縁起の良いものとされている。

中国結びをモチーフにした銅製のオブジェ（出典︓https://zhuanlan.zhihu.com/p/25925215）

4.⼭⼝の結びお守り
結びに関する調査を踏まえ，結びを⽤いた⼭⼝県の

お守りを開発しようと考えた。きっかけとしては，現
在も私たちの⽣活に⼤きく影響し続けている新型コロ
ナウイルスの存在である。⻑い⾃粛期間に不安な気持
ちを抱えていた⼈々も多いのではないかと思う。そこ
で，⼭⼝県に暮らす⼈々の⼼の拠り所になるような明
るいアイテムは作れないか，と考え始めた。要素とし
ては，主に中国結びの⽤途である，飾ることもでき、
持ち運びができる形状であること。そして，⼭⼝県ら
しいモチーフを選ぶことだ。この度は県花である夏蜜
柑の花と，⼤内塗りのアマビエ⼈形をモチーフとする
ことにした。

デザイン画とパッケージングイメージ

基本の形は同じにし，2⾊展開とした。⽔引の梅結び
を応⽤して制作する夏蜜柑の花をメインのモチーフと
した。オレンジ⾊のお守りには夏蜜柑の実をイメージ
した⽔引のあわじ⽟結びをデザインした。中国結びに
はよく「順調」の意味を持つ「穂⼦」と呼ばれるタッ
セルが⽤いられる。「⼭⼝県の明るい未来を願う」気
持ちを込めたデザインにしている。ブルーのお守りに
は，「厄を払い幸福を招く」という想いを込めた。こ
ちらは⼭⼝県の伝統⼯芸である⼤内塗りのアマビエ⼈
形を⽤いるデザインとした。この度⽤いたアマビエ⼈
形は中村⺠芸社様に制作して頂いた。また，古熊神社

（左2枚）制作したお守り（右）古熊神社七⼣まつりのフライヤー

様の協⼒で，七⼣まつりの際にオレンジ⾊のお守りを
祈願ののち初穂料1500円で授与所に置いていただける
こととなった。

5.結果と今後の課題
七⼣まつりでは1体受けられた⽅がいた。短い期間

ではあったが，興味を持ってくださる⽅がいたという
結果に今後の可能性を感じた。今後の展望・課題とし
ては、さらに⼭⼝県オリジナルなものにしていくこと
で付加価値を付けられるのではないかと考えた。⽔引
の原材料である和紙に⼭⼝市の地域資源である徳地和
紙を利⽤するなど，材料まで県産のものを使⽤出来る
と⾯⽩いのではないかと思う。また，⾃⾝で⽔引細⼯
に取り組んだ経験から，ワークショップの開催や，制
作の担い⼿を地域で育成することで持続的な活動にな
り，⼭⼝県で愛される⽂化へとなっていくだろう。

「結び」を⽤いた地域のお守り開発
国際⽂化学研究科 国際⽂化学専攻 全美思，⼭本成美


